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      ＜学生生活のいま＞ 

       福祉情報学科 社会福祉コース 2 年 

        丸山 法子 さん（熊本県立八代高校出身） 

         子供に関する福祉について学びたくて、この大学 

        を選びました。現在は教職課程を履修し、児童福祉 

        関連施設にボランティアにもでかけています。 

大学の行事に積極的に参加しながら充実した時間 

を送っています。 
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教
育
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
明
る

く
て
夢
の
あ
る
よ
う
な
話
題
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

学
級
崩
壊
、
い
じ
め
、
不
登
校
の
問
題
を
は
じ
め
、
数
年
前
か

ら
は
学
力
低
下
、
教
育
格
差
、
指
導
力
不
足
教
員
の
問
題
も
深

刻
と
な
り
、
さ
ら
に
最
近
で
は
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
や
モ
ン
ス

タ
ー
親
の
問
題
ま
で
出
て
き
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ぜ
ひ
教
師
に
な
り
た
い
。
む
し
ろ

こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
教
師
に
な
り
た
い
。
そ
ん
な
熱
い
学

生
が
、
徳
山
大
学
に
も
多
く
い
ま
す
。
周
知
の
と
お
り
徳
山
大

学
は
、
経
済
学
部
や
情
報
福
祉
学
部
は
あ
っ
て
も
「
教
育
学
部
」

は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
徳
山
大
学
の
学
生
は
、
自
分
の
専
門

（
経
済
や
福
祉
情
報
）
を
学
ん
だ
上
に
、
さ
ら
に
教
員
免
許
を

取
る
た
め
の
授
業
（
教
職
課
程
）
を
受
け
る
わ
け
で
す
。
自
分

の
専
門
だ
け
で
も
単
位
を
取
る
の
が
大
変
な
の
に
、
さ
ら
に
教

職
課
程
の
単
位
を
取

ろ
う
と
す
る
学
生
が
、

全
体
の
約
三
分
の
一

も
い
る
。
さ
す
が
に
驚

き
ま
し
た
。 

私
は
本
年
四
月
、
教

職
課
程
の
担
当
教
員

と
し
て
徳
山
大
学
に

赴
任
し
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
言
え
ば
、「
教
育
学
」
、「
教

育
原
理
」
、「
教
師
論
」
、「
教
育
課
程

論
」
、「
教
育
行
政
論
」
、「
教
育
実
習

の
研
究
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
教
職
教

養
と
呼
ば
れ
る
分
野
の
授
業
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
を

通
し
て
「
教
師
に
最
低
限
必
要
な
力
量
」
を
備
え
る
だ
け
で
な

く
、
徳
山
大
学
の
学
生
た
ち
に
は
ぜ
ひ
「
人
間
的
に
幅
の
あ
る

教
師
」
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
師
に
と
っ
て
、

教
室
で
き
ち
ん
と
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
重
要
で

す
が
、
特
に
昨
今
の
よ
う
な
価
値
観
の
多
様
化
し
た
社
会
で
は
、

物
事
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

こ
う
し
た
私
の
想
い
は
、
特
に
「
教
育
学
」
の
授
業
の
中
に

典
型
的
に
現
れ
て
い
ま
す
。「
教
育
学
」
で
は
「
世
界
の
学
校
を

旅
す
る
」
と
題
し
て
、
世
界
の
学
校
に
お
け
る
教
育
文
化
を
比

較
的
に
考
察
す
る
と
い
う
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

学
問
的
に
は
、
私
の
専
門
で
あ
る
比
較
国
際
教
育
学
の
授
業
に

該
当
し
ま
す
。
比
較
国
際
教
育
学
は
、
世
界
各
国
の
教
育
に
見

ら
れ
る
特
徴
と
問
題
点
を
広
い
視
点
か
ら
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
国
の
教
育
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
と
い

う
学
問
で
す
。
例
え
ば
、
世
界
の
職
員
室
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
学
校
の
職
員
室
は
「
教
師
の
仕
事
場
」
で
あ
り
、
各
学

年
の
教
師
が
固
ま
っ
た
状
態
で
自
分
の
机
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
児
童
生
徒
は
気
軽
に
職
員
室
に
相
談
に
来
ま
す
。
と

こ
ろ
が
ド
イ
ツ
の
学
校
の
職
員
室
は
、
各
教
師
の
名
前
が
書
か

れ
た
棚
が
設
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
「
連
絡
ボ
ッ
ク
ス
型
」
で

あ
り
、
教
師
は
職
員
室
内
の
ど
の
場
所
に
座
っ
て
も
よ
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
児
童
生
徒
は
職
員
室
に
入
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
国
の
学
校
の
職
員
室
は
、

図
書
館
や
予
備
校
の
自
習
室
の
よ
う
に
各
教
師
の
机
が
相
互
に

仕
切
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
半
個
室
の
状
態
」
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
教
師
が
自
分
の
教
室

を
持
ち
児
童
生
徒
が
そ
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
移
動
し
て
授
業
を

受
け
る
と
い
う
タ
イ
プ
の
学
校
で
は
、
職
員
室
は
単
な
る
「
休

憩
室
」
以
上
の
意
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
文
化
的
違

い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
「
教
職
の
意
味
」
や
「
教
師

と
児
童
生
徒
の
意
味
関
係
」
の
違
い
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
視
点
を
広
げ
て
み
る
と
、
私
た
ち
が

日
常
的
に
「
あ
た
り
ま
え
」
だ
と
思
っ
て
き
た
こ
と
が
意
外
と

そ
う
で
も
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
教
育
学
の
お

も
し
ろ
さ
は
、
こ
う
し
た
「
驚
き
」
や
「
意
外
性
」
に
あ
り
ま

す
。
徳
山
大
学
の
学
生
に
は
、
こ
う
し
た
経
験
を
積
み
重
ね
な

が
ら
、
ぜ
ひ
視
野
の
広
い
「
人
間
的
に
幅
の
あ
る
教
師
」
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

       

徳山大学講義のいま

卜部匡司（うらべまさし）准教授 

2008 年 4 月から徳山大学経済学部准教

授に着任。着任前は、日本学術振興会特別

研究員、ドイツ連邦共和国エルランゲン・

ニュルンベルク大学教育学部客員研究員、

広島大学大学院教育学研究科教育学講座

ドイツ キースレグ小学校での授業 
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徳山大学生のいま 

 

徳
山
大
学
で
は
こ
こ
数
年
、
特
色
の
あ
る
新
し 

い
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は 

そ
の
中
か
ら
２
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。 

的は 10 の円で構成さ

れ、内側中心部分（黄色部

分）から 10 点～1 点で、

合計得点で競技は競われ

る。 

 50Ｍ先の的に向い、スコープで確

認しながら、矢を放つ。想像以上に

的は遠いのです。 

 
 

 

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
】 

本
年
度
新
設
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
で
初
代
部
長
を

務
め
る
大
迫
君
。
高
校
の
時
に
先
輩
の
勧
め
で
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
が
、「
今
で
は
何
よ
り
も
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
が
好
き
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
競
技
は
３０
Ｍ
・
５０
Ｍ
・
７０
Ｍ
・
９０
Ｍ
の
位

置
か
ら
的
に
向
っ
て
矢
を
放
ち
そ
の
精
度
を
争
う
も

の
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
と
い
う
、
山
を
歩
き
な
が
ら

的
を
射
る
ゴ
ル
フ
に
似
た
種
目
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
現

在
部
員
は
彼
１
人
で
す
が
、
来
年
度
は
山
口
県
近
郊
よ

り
、
一
緒
に
競
技
を
希
望
す
る
選
手
の
声
が
す
で
に
上

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
学
内
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
練

習
場
も
完
成
予
定
で
、
山
口
国
体
へ
向
け
て
の
活
躍
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
迫
君
自
身
の
目
標
と
し
て

は
、
世
界
大
会
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る
選
手

に
な
り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
大
き
な
希
望
を
抱
き
な

が
ら
、
徳
山
大
学
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
は
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。 

ビジネス戦略学科スポーツマネジメントコース１年 

大迫聖也君（広島大学附属高校出身） 

【
知
財
開
発
研
究
会
】 

 

知
財
開
発
コ
ー
ス
の
学
生
を
中
心
に

構
成
さ
れ
る
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
知
財
開
発

に
関
す
る
マ
ン
ガ
・
シ
ナ
リ
オ
・
映
像
な

ど
６
部
門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
ご

紹
介
す
る
の
は
、
造
形
部
門
担
当
の
原
田

君
の
作
品
で
す
。
下
記
の
作
品
は
原
田
君

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
粘
土

を
焼
い
た
も
の
で
す
。
作
品
の
大
き
さ
は

顔
部
分
で
１
～
２
㌢
程
度
の
も
の
で
、
す

べ
て
指
先
の
手
作
業
で
造
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
の
大
学
祭
に
は
、
こ
の
作
品
の

販
売
を
行
う
と
と
も
に
、
知
財
の
他
部
門

の
学
生
と
共
同
で
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
動
画
作
品
も
制
作
上
映
の
予
定
と
の

こ
と
で
す
。
な
ん
と
も
夢
と
ユ
ー
モ
ア
に

溢
れ
る
キ
ャ
ク
タ
ー
、
一
度
実
際
の
作
品

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ビジネス戦略学科 

知財開発コース３年 

原田真也君（野田学園高校出身）

なぜか見ているだけで 

幸せな気分になる不思議な 

魅力が・・・ 
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話題の交差点 

 

 

 

 

 

 ５月 17 日周南市のＮＰＯ法人ナベヅル環境保護協

会の方々が、学長を訪問されました。これは、文科省委

託事業である「若者チャレンジ支援事業」で、今回市内

八代のナベヅル越冬地の整備を行いました。このことに

対して、環境保護協会の方々は大変喜ばれ、お礼の挨拶

に来られました。今後は、ますます徳山大学からの学生

ボランティアなどにより、若者と地域との交流が促進さ

れることを願うとの話で、学長は「できることから交流

を少しでも深めていきたい」と述べました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
遂
に
完
成
！！ 

 
 

 

こ
れ
か
ら
も
地
域
と

若
者
と
の
交
流
を

 

徳
山
大
学
の
本
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
遂
に
全
面

人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
完
成
し
ま
し

た
。
新
緑
の
木
々
の
緑
と
も
見
事
に
マ
ッ
チ
し

て
、
グ
ラ
ン
ド
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
癒
さ
れ

る
思
い
が
し
ま
す
。
最
新
の
ロ
ン
グ
パ
イ
ル
を

使
用
し
た
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
今
後
体
育

の
授
業
や
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
や
公
式
戦
な
ど

行
わ
れ
ま
す
。
徳
山
大
学
の
新
し
い
１
ペ
ー
ジ

に
キ
ッ
ク
オ
フ
！ 

ミ
ヤ
ン
マ
ー
・
中
国
四
川
省
災
害
支
援
募
金
活
動 

ミヤンマー並び

に中国四川省で起

きた、未曾有の大

災害に対して、本

学学生会と留学生

会が合同で募金活

動を行いました。

集められた募金

は日本赤十字社を

通して、被災支援

として両国へ送ら

れます。 

【シンポジウム開催のご案内】―入場無料― 

現代社会が求める人材像と人間力

を育てる「ＥＱ教育」について、各

界の専門家、教育者、地域の方々と

考えます。一般の多くの方のご参加

をお待ちしています。 

 

      

お問い合わせ先 

入試室 0834-28-5302 

＜基調講演＞「共感力を生む」 

 青山学院大学教授・東京大学名誉教授 佐伯胖 

＜パネルディスカッション＞ 

苅宿俊文（青山学院大学教授・ＮＰＯ環境デザイン工房理事長）

久楽信吾（周南市立福川中学校教諭） 

斎藤彰悟（（株）ビジネスコンサルタント代表取締役会長） 

杉光英俊（徳山大学学長） 

司会 臼井稔（徳山大学特任教授） 

主催：徳山大学 後援：山口県教育委員会 
佐伯胖先生 

平成 20 年 6 月 21 日（土）13：00～17：00 

会場 徳山大学 1125 教室 




